
第３次健康りっとう２１（R6実績・R7計画案）
基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆家庭や地域、職域等において、こころの健康について正しく理解し、こころの不調に気づき、早期に適切な対応ができるよう、関係機関と連携し相談支援体制を整えます。

◆十分な睡眠や休養の確保等、こころの健康を保つための知識を啓発します。

３．休養・こころの健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

うつ病Ｇ-Ｐネット 草津栗東医師会におい
て、うつ病Ｇ-Ｐネット（一
般医、精神科医ネット
ワーク）づくりを推進しま
す。

医師会 ●草津栗東医師会において、うつ病Ｇ－
Ｐネット(一般医、精神科医ネットワーク)
を推進する。
●日常診療や産業医活動を通じて、うつ
病対策をすすめる。
●産業医活動、ストレスチェックを通じ
て、メンタルヘルスの推進を図る

●草津栗東医師会において、うつ病
Ｇ－Ｐネット(一般医、精神科医ネット
ワーク)講演会を実施した。
●日常診療や産業医活動を通じて、
うつ病対策をすすめた。
●産業医活動、ストレスチェックを通
じて、メンタルヘルスの推進を図っ
た。

B

医師会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

うつ病患者の発見
と専門医への受診
の勧め

うつ病患者の発見と専
門医への受診指導に努
めます。

薬剤師会 前年度と同じ
●「不眠症」、「子育て」、「心の病気」等
ごとに、声掛け方法や啓発資材を分類し
て啓発。関係機関からの関連資材のご
提供・ご提案を頂きながら勧奨を実施

主に服薬指導時に実施
近年では健康サポート薬局だけでな
く通常の薬局の取組として健康相談
会を実施する機会が多くなっている。
実施回数は任意のため把握せず。

D

薬剤師会
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

退職後の自主活動
グループの支援

退職後に活躍する場づ
くりとして、自主活動グ
ループの支援を行いま
す。

社会福祉協議会 ●地域の退職シニアを中心とした人材
の発掘
●退職シニア等への活動の場の紹介と
啓発
●退職世代向けボランティア養成講座
の開催
●「栗東ふぁざ～ず倶楽部」活動支援

①おやじ+塾の活動支援。ボランティ
アグループとして自主的な活動を目
指す。月1回の定例行事の実施を通
して自身の地域活動への取り組みを
考えてもらえる機会となった。大学講
師による応援講座を実施。
②ボランティアグループとして栗東
ふぁざ～ず倶楽部の活動支援を実
施。

B

社会福祉協議会
□令和6年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
・おやじ+塾の活動支援

高齢者サロン・子育
てサロンの開催の
支援

高齢者の生きがいづく
り、子育て不安の解消
や 情 報 交 換 の 場 と し
て、小地域で行うサロン
活動等を支援します。

健康推進員連絡協議会
民生委員児童委員協議
会
社会福祉協議会

（健康推進員）
●各学区・自治会において、対象者へ生
きがいづくりの啓発活動を実施。
●各学区・自治会で実施されているサロ
ン活動の支援を実施。
（民生委員・社会福祉協議会）
●各地域で、高齢者サロンや、老人クラ
ブの開催や協力
●サロン活動等運営支援
　・助成事業による支援
　・出前講座による支援
　・サロン交流会の実施等
●子ども食堂を通じた地域のつながりづ
くりの推進

（健康推進員）
週１～月１回実施

（社会福祉協議会）
①サロン、老人クラブ等地域活動出
動件数７０件。
②サロン助成事業４１件。
③出前講座３３件。
④サロン交流会3/18実施予定。
④子ども食堂助成７件。
　以上11月末現在

B

B

健康推進員連絡協議会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

民生委員児童委員協議会
□令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

社会福祉協議会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

児童の放課後の居
場所づくりの支援

平日の放課後に地域の
協力を得て、小学校区
ごとに放課後子ども教
室を開催します。遊び
やスポーツ等を通して、
異学年の交流、地域住
民との交流を推進しま
す。

栗東市地域教育協議会 ８小学校区で概ね６月から２月まで
開催。
スタッフ登録数　　８１名
開催回数　　　 　１９９回

B

（栗東市地域教育協議会）
令和６年度同様実施予定だが、回数等変更あり

↗

あいさつ運動の推
進

見守り活動および各学
校の校門において、あ
いさつ運動を支援しま
す。

民生委員児童委員協議
会

●挨拶運動の推進と見守り活動 ・ほぼ毎日実施

B

民生委員児童委員協議会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

R7（2025）年度　計画
（昨年度からの改善や
追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 R6（2024）年度　取り組み計画
R7（2025）年３月３１日時点

（見込み含む）実績

●睡眠による休養を十分とれてい
ない者の割合の減少
男性 15歳以上　30.4%
女性 15歳以上　34.2%

●ストレスや不満、悩み等を感じて
いる者の割合の減少
男性 15歳以上　25.7%
女性 15歳以上　26.5%

↘

↘

●「学校が楽しい」と答えた児童生
徒の増加
小学生６年生　84.3%
中学生３年生　76.9%

様式１-3休養・こころ 1 ページ



３．休養・こころの健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

R7（2025）年度　計画
（昨年度からの改善や
追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 R6（2024）年度　取り組み計画
R7（2025）年３月３１日時点

（見込み含む）実績

高齢者ゆうあい訪
問の実施

定期的または個別に安
否確認や状況の変化の
把握のために、家庭訪
問を実施します。

民生委員児童委員協議
会

●高齢者ゆうあい訪問の実施 ・高齢者ゆうあい訪問　年１回実施
※ただし個別訪問は各自で随時行っ
ている。

A

民生委員児童委員協議会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●睡眠による休養を十分とれてい
ない者の割合の減少
男性 15歳以上　30.4%
女性 15歳以上　34.2%

●ストレスや不満、悩み等を感じて
いる者の割合の減少
男性 15歳以上　25.7%
女性 15歳以上　26.5%

↘

↘

「くりちゃん元気いっ
ぱい運動」の推進

「くりちゃん元気いっぱ
い運動」(早寝・早起き・
朝ご はん )を 推進 しま
す。

小中学校
幼稚園・保育所・幼児園・
こども園

（養護教諭部会）
小学校
●朝食摂取状況調査の実施。
●学校便りや保健だより等で家庭との連
携が図れるように発信。また、基本的な
生活習慣が身につくように発達段階に合
わせて集団や個別で指導。

中学校
●「早寝・早起き・朝ごはん」啓発週間の
実施

予定通り実施できた。
例年各校で実施している学校保健委
員会を今年度単発で、中学校区での
拡大学校保健委員会として開催し
た。児童生徒の生活習慣等の実態
を報告するとともに、講師に睡眠の
大切さについての講演を依頼した。
（参加者：各校職員・保護者・学校三
師・健康増進課）
参加者からは、9～11時間の睡眠時
間が必要だということに驚いた、睡
眠を改めて大事にしたいという感想
があった。

A

養護教諭部会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

幼児課
□令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●「学校が楽しい」と答えた児童生
徒の増加
小学生６年生　84.3%
中学生３年生　76.9% ↗

体験学習の充実 異学年交流や福祉体
験、職場体験などの体
験的な学習、こころの健
康やいのちの大切さを
学ぶ学習の充実に努め
ます。

小中学校 小学校（養護教諭部会）
●居住地交流の実施●縦割り活動の実
施●保幼小交流の実施
●福祉体験などの体験的な学習の実
施。
●助産師による「いのちの大切さ」の学
習を参観日に実施する。
●話し方や伝え方を身につけるための
学習や自尊感情を高めるための学習を
する。
●スマイルウィークを毎月実施し、スマイ
ル委員会主催で全校児童が笑顔になれ
る活動を呼びかける。
●障がいのある方との交流会を計画を
行う。　（２年・５年）
●聾話学校との交流会（各学年）を計画
を行う。
●「うみのこ」での他の学校との交流
中学校
●職場体験学習の実施
●助産師の先生による性教育講演会の
実施
●班別に滋賀県のいろいろな地域に出
向き、郷土の良いところを知る
●ふれあい体験学習（幼児園との交流）
●ボランティア活動への参加
●障害者理解学習の実施●こころの健
康や命の大切さを学ぶ学習の実施。

予定通り実施できた。

B

養護教諭部会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
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３．休養・こころの健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

R7（2025）年度　計画
（昨年度からの改善や
追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 R6（2024）年度　取り組み計画
R7（2025）年３月３１日時点

（見込み含む）実績

教 育 相 談 や ア ン
ケートの実施

児童生徒に対する定期
的 な 教 育 相 談 や ア ン
ケートを実施し、いじめ
等の早期発見に努めま
す。

小中学校 小学校（養護教諭部会）
●教育相談週間（担任と児童一人ずつ
の面談）を年２回実施
●月２回、保護者相談を実施する。
●いじめや教育相談に関するアンケート
を実施する。
●市教育委員会主催の「ココロの健診
日」を月２回実施予定。児童や保護者相
談に活用する。
●スクールカウンセラーによる児童のア
セスメントや保護者懇談の実施。
●保護者が担任や担任外の教師に相談
できる機会を設け、SCとの希望面談を
設定し、支援室にもつなげる。（児童の
面談も設定）
中学校
●いじめアンケートを実施する。（年３
回）
●必要時、ＳＣとの相談を実施する。
●定期的に健康相談を実施する。
●講師を迎えて、人権について学ぶ。
●生活アンケートの実施（7月・10月・1
月）
●担任と生徒一人ずつの面談

予定通り実施できた。

B

養護教諭部会
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

自殺予防週間および自
殺対策強化月間にあわ
せてこころの健康、自殺
予 防 の 啓 発 を 行 い ま
す。

障がい福祉課
健康増進課

●自殺予防週間（９月１０日～９月１６
日）にあわせ、啓発品を配布。広報や市
Facebookなどでも啓発記事を掲載。

（障がい福祉課）
●自殺予防週間（９月１０日～９月１
６日）にあわせ、啓発品を配布。
・玄関ロビーに横断幕を掲示。
・9月号に広報や市Facebookなどで
も啓発記事を掲載。

（健康増進課）
自殺予防週間（９月１０日～９月１６
日）にあわせ、なごやかセンター内に
ポスターを掲示

B

B

障がい福祉課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

精神疾患や自殺につい
ての正しい知識の普及
や市の相談窓口の周知
のためのリーフレットの
配布、広報「りっとう」で
の情報提供、研修会の
開催など、こころの健康
づくりの啓発を行いま
す。

障がい福祉課
健康増進課

（障がい福祉課）
●自殺対策月間（３月）にあわせ、相談
機関等を掲載したチラシを広報りっとう3
月号に折込み
●こころの健康づくり研修会を開催商工
観光労政課と連携し、企業等を対象に
実施。
（健康増進課）
●こころの健康づくり研修会を開催

（障がい福祉課）
●自殺対策月間（３月）にあわせ、相
談機関等を掲載したチラシを広報
りっとう3月号に折込み（予定）
●企業向けにこころの健康について
の資料を配布（2月予定）

（健康増進課）
12月11日にこころの健康づくり講演
会を実施した。参加者は３６名。

B

B

障がい福祉課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

ゲートキーパー研
修の実施

ゲートキーパーとは、悩
んでいる人に気づき、
声をかけ、話を聞いて、
必要な支援につなぎ、
見守る人です。自殺対
策として、相談窓口職
員や地域の相談を担う
人等を対象としたゲート
キーパー研修を実施し
ます。

障がい福祉課 ●市職員、関係機関を対象に自殺予防
研修会を実施

●民生委員児童委員向けゲート
キーパー研修を実施。（治田、治田
西学区）
●保健所、県自殺対策推進センター
の協力で、葉山中学校教員向け
ゲートキーパー研修を実施。
●市職員向けゲートキーパー研修
の実施予定（2月頃）

B

障がい福祉課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

「栗東子育て 教育
Nextプロジェクト」の
推進

「 自分を高め る力 」 や
「自分と向き合う力」、
「他者とつながる力」な
どの非認知能力を身に
つけられるよう、家庭・
地域・学校園が連携し
て市全体で取り組みま
す。

学校教育課
幼児課

（学校教育課）
・非認知能力の育成に向けて、中学校
区での共通実践など、家庭・地域・学校
園が連携して取り組む。
（幼児課）
・「遊び」を通した非認知能力の育ちを家
庭、地域と共に支える連携を行う。

（学校教育課）
・非認知能力の育成に向けて、中学
校区での共通実践をし、授業参観と
研究会を行うなど、家庭・地域・学校
園が連携して取り組みました。その
結果、全国学力・学習状況調査で
「自分を高める力」や「自分と向き合
う力」、「他者とつながる力」などの非
認知能力を身につけられているかに
関する質問で、R5とR6を比較して、
中学校3年生での伸びが見られまし
た。

B 学校教育課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

幼児課
□令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●「学校が楽しい」と答えた児童生
徒の増加
小学生６年生　84.3%
中学生３年生　76.9%

↗

こころの健康づくり
の啓発

●睡眠による休養を十分とれてい
ない者の割合の減少
男性 15歳以上　30.4%
女性 15歳以上　34.2%

●ストレスや不満、悩み等を感じて
いる者の割合の減少
男性 15歳以上　25.7%
女性 15歳以上　26.5%

↘

↘
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３．休養・こころの健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

R7（2025）年度　計画
（昨年度からの改善や
追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 R6（2024）年度　取り組み計画
R7（2025）年３月３１日時点

（見込み含む）実績

「子育てのための12
か条」の推進

子どもたちが良好な人
間関係を築くための力
を身につけられるよう、
家庭・地域・学校園・企
業と連携して推進しま
す。

生涯学習課 
学校教育課
幼児課

（生涯学習課）
●家庭・地域・学校園・企業と連携して
推進していく。
（学校教育課）
・子どもたちが良好な人間関係を築くた
めの力を身につけられるようにする取組
の一つとして、家庭・地域などと連携して
取り組む。

（生涯学習課）
入園式、入学式にてチラシと取組趣
旨書を配布。また在園生、在校生に
チラシを配布した。
８月に推進会議を開催し、賛同団体
への取組の協力を行った。

（学校教育課）
　学校等にポスターを掲示し、子ども
たちが良好な人間関係を築くための
力を身につけられるよう、学校、家
庭、地域で「子育てのための12か
条」を連携して取り組んだ。
　「栗東子育て教育Nextプロジェクト」
の推進の中でも、12条のいくつかに
焦点を当て、各中学校区で共通実践
した。

(幼児課)
・年度当初に「よりよくするために１２
か条」のパンフレット啓発・配布。
・「ふだんの生活習慣アンケート」を
実施し、取り組みの推進状況を把
握。

B

B

B

生涯学習課
□令和6年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
今後の方向性を検討するため変更の場合もあり

学校教育課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

幼児課
■令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

いじめ防止の取り
組み

いじめ防止のための対
策を総合的・効果的に
推進するため、「栗東市
いじめ防止基本方針」
に基づいた取り組みを
推進します。

学校教育課 ・栗東市いじめ防止基本方針に則り、い
じめ防止対策を実現する。
・各学校を訪問し、いじめ問題への取組
進捗を確認することでいじめ問題への意
識の高揚を図る。

・栗東市いじめ防止基本方針に則
り、各学校がいじめ防止対策を実現
のため努力しました。
・教育委員会より、各学校を訪問し、
いじめ問題への取組進捗を確認する
ことでいじめ問題への意識の高揚を
図ることができました。

B

学校教育課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

小 学 校 の体 育館 やコ
ミュニティセンター等を
活用し、地域の多様な
人々の参画を得て、放
課後子ども教室を開催
し、学習やスポーツ・文
化活動、地域住民と子
どもたちの交流に取り
組みます。

生涯学習課  全小学校区で開催できるよう働きかけを
行う。また、保護者や様々な機会を通じ
て呼びかけを行いスタッフの増加に努め
る。

未実施の小学校区においては、開
催の依頼を継続的に行い、実施に向
けての説明を行った。立ち上げにつ
いて今後協議を進めていく予定。

B

生涯学習課
■令和6年度（実績）と同じ　　回数等に変更あり
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

児童館事業を行い、放
課後や夏休みなどの長
期休業中の子どもたち
の仲間づくりや居場所
づくりに取り組みます。

子育て支援課 小学生が利用しやすい環境を整えるとと
もに、長期休業中には小学生を対象とし
た活動を実施します。また、子どもたち
への声かけや遊んでいる様子にも気を
配り、児童館が子どもたちにとっての居
場所になるよう努めます。

児童の放課後に、安心して遊べる遊
び場や遊びの提供をしました。また、
長期休暇中に小学生対象の事業を
実施しました。

小学生以上の児童で児童館を利用
した延べ人数（見込）
R6 19,300人（R5実績 10,928人）

B

子育て支援課
☑令和6年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

子どもの居場所づく
り
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